
･ 

 

第２章 「めざす子どもの姿」を実現するための重点

重点目標② 豊かな人間性の育成 

 
 さまざまな学習活動や生活体験を通して、基本的生活習 

慣や規範意識、自尊感情や感動する心、他者と強調し、他 

者を思いやる心など、豊かな人間性をはぐくみます。 
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１ 生徒指導の充実 

◆ ねらい 

問題行動等の未然防止をめざして生徒指導・教育相談の充実を図るとともに、自己指導

能力をはぐくみ、集団生活や社会生活を円滑に送ることができる子どもを育てます。  

 

◆ 現状と課題 

○  小 ・ 中 学 校 に お け る 不 登 校 の 状 況  

・  平 成 2４ 年 度 に お け る 不 登 校 児 童 生 徒 数 は 、小 学

校 は 76 人 と 増 加 し 、 中 学 校 が 281 人 と 減 少 し ま

し た 。 全 体 で は 、 平 成 23 年 度 の 383 人 に 比 べ 、

26 人 減 少 し 、 357 人 と な り ま し た 。  

・ 「 登 校 す る 」ま た は「 で き る よ う に な っ た 」な ど 、  

改 善 が み ら れ た 児 童 生 徒 は 、 小 学 校 で 76 人 中  

19 人 （ 25.0％ ）、 中 学 校 で 281 人 中 45 人  

（ 16.0％ ）と な っ て い ま す 。ま た 、こ れ 以 外 に 、継 続 し た 登 校 に は 至 ら な い も の

の 好 ま し い 変 化 が 見 ら れ る よ う に な っ た 児 童 生 徒 は 小 学 校 で 24 人 （ 31.6％ ）、

中 学 校 で 71 人 （ 25.3％ ） と な っ て い ま す 。  

 ・  不 登 校 と な っ た き っ か け と 考 え ら れ る 状 況 は 、 小 学 校 で は 「 親 子 関 係 を め ぐ る

問 題 」な ど「 家 庭 に 関 わ る 問 題 」、中 学 校 で は「 無 気 力 」や「 不 安 な ど 情 緒 的 混 乱 」

な ど 「 本 人 に 関 わ る 問 題 」 が 最 も 多 く な っ て い ま す 。  

・ 児 童 虐 待（ 特 に ネ グ レ ク ト ）、発 達 障 害 、家 庭 不 安 な ど 不 登 校 に な る 要 因 が 多 様

化 し て い る 中 、 不 登 校 予 防 と し て 、 新 た な 不 登 校 児 童 生 徒 を 生 み 出 さ な い 学 校 づ

く り を す す め る こ と を 第 一 と し て 、 不 登 校 と な る き っ か け を 見 逃 さ ず 、 早 期 に 対

応 す る こ と が 重 要 と 考 え ま す 。  

 

○  小 ・ 中 学 校 に お け る い じ め の 状 況               

・  平 成 ２ ４ 年 度 は い じ め が 大 き な 社 会 問 題 と な り 、

い じ め に 関 す る 緊 急 調 査（ 文 部 科 学 省 ）を ９ 月 に 実

施 し ま し た 。  

  本 市 に お い て は 、こ れ ま で も 毎 年 い じ め に 関 す る

調 査 を 全 市 的 に 実 施 し て お り 、今 年 度 も 全 小・中 学

校 で 、児 童 生 徒 が 直 接 回 答 す る 、市 独 自 の い じ め 調

査 を 実 施 し 、い じ め を 受 け た と 感 じ て い る 児 童 生 徒

に 教 育 相 談 を 実 施 し て 、い じ め の 状 況 を 把 握 す る と

と も に 、 解 消 に 向 け た 取 組 を 行 い ま し た 。  

・  い じ め の 件 数 は 、 平 成 ２ ４ 年 度 は 193 件 と 平 成

２ ３ 年 度 に 比 べ 大 幅 に 増 加 し ま し た 。 こ れ は い じ め が 大 き な 社 会 問 題 と な っ た こ

取組指標 
現状値 

（平成 2４年度） 

目標値 

（平成 27 年度） 

市 の ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー を

配置する学校数 
１８校 20 校 

不登校人数

79 54 76

286
329

281

0

200

400
(人）

小学校 79 54 76

中学校 286 329 281

H22 H23 H24

30
44

15 20

103
90

0

20

40

60

80

100

120

いじめ件数

小学校 30 15 103

中学校 44 20 90

H22 H23 H24
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と で 、 子 ど も や 保 護 者 の い じ め に 対 す る 意 識 が 高 ま っ た こ と や 学 校 ・ 教 員 の い じ

め を 絶 対 に 許 さ な い と い う 思 い が 、よ り 子 ど も に 伝 わ っ た 結 果 で あ る と 考 え ま す 。

今 後 も 子 ど も か ら の サ イ ン を 見 逃 さ な い よ う 、行 動 観 察 を 丁 寧 に 行 な う と と も に 、

学 期 毎 に い じ め 調 査 を 実 施 し て 、 一 人 一 人 の 子 ど も を き め 細 か く 見 る こ と や 教 育

相 談 を 充 実 さ せ る な ど 、い じ め を 未 然 に 防 止

す る 取 組 を 行 い ま す 。  

 

○  小 ・ 中 学 校 に お け る 暴 力 行 為 の 状 況   

・  平 成 ２ ４ 年 度 の 暴 力 件 数 は １ １ ３ 件 で 、平

成 ２ ３ 年 度 と ほ ぼ 同 じ で し た 。対 教 師 暴 力 は

減 少 し ま し た が 、生 徒 間 暴 力 ・ 器 物 損 壊 が 増

加 し ま し た 。  

校 種 別 で は 、中 学 校 の 暴 力 行 為 が 減 少 し た  

反 面 、 小 学 校 の 暴 力 行 為 が 増 加 し ま し た 。  

・  学 校 の 秩 序 を 守 る た め に 保 護 者 や 地 域 等 の  

協 力 を 得 な が ら の 指 導 を し て い ま す 。 特 に 、 

指 導 が 困 難 な 児 童 生 徒 に は 、毅 然 と し た 対 応  

を と る こ と が 必 要 で す 。 ま た 、学 校 だ け で な  

く 、児 童 相 談 所 や 警 察 を は じ め と す る 関 係 機  

関 と の 連 携 が 重 要 に な り ま す 。  

 

◆ 今後の方向性 

○  「 学 級 集 団 ア セ ス メ ン ト Ｑ － Ｕ 調 査（ ※ ）」や「 市 独 自 の い じ め 調 査 」等 を 活 用 し 、

い じ め 、 不 登 校 、 問 題 行 動 等 の 前 兆 を 早 期 に 発 見 す る と と も に 、 教 職 員 に よ る 教 育

相 談 や ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー 等 に よ る カ ウ ン セ リ ン グ を 通 し て 子 ど も 理 解 を 進 め 、

全 教 職 員 に よ る 組 織 的 な 指 導 体 制 を 確 立 し て 適 切 な 対 応 を 図 り ま す 。  

○  発 達 障 害 傾 向 の あ る 子 ど も 、 こ こ ろ の 病 気 の 疑 い の あ る 子 ど も 、 児 童 虐 待 （ 特 に  

ネ グ レ ク ト ） を 受 け て い る 子 ど も 等 へ の 適 切 な 対 応 に 努 め ま す 。  

○  校 内 外 で 起 こ る 暴 力 行 為 に 対 し て は 、 毅 然 と し た 態 度 で 対 応 す る と と も に 、 指 導

主 事 が 学 校 を 訪 問 し 、 子 ど も た ち が 安 心 し て 過 ご す こ と が で き る 学 校 づ く り に 向 け

た 指 導 ・ 助 言 を 行 い ま す 。  

○  課 題 へ の 早 期 対 応 を 図 る た め に 、 学 校 ・ 家 庭 ・ 地 域 や 関 係 機 関 （ 警 察 、 福 祉 、 医  

療 等 ） と 情 報 を 共 有 し な が ら 、 今 後 も 協 働 ・ 連 携 を 密 に し て い き ま す 。  

 

◆ 主な取組状況 

○  「 学 級 集 団 ア セ ス メ ン ト Ｑ － Ｕ 調 査 」 の 実 施 と 教 育 相 談 の 推 進  

・  市 内 全 小 学 校 4 年 生 以 上 の 約 ９ ,１ 00 人 、 市 内 全 中 学 校 の 約 8,４ 00 人 に 対 し

て 、「 学 級 集 団 ア セ ス メ ン ト Ｑ － Ｕ 調 査 」 を 年 間 ２ 回 実 施 し ま し た 。  

・  調 査 結 果 を も と に 、 校 内 研 修 会 を 開 催 し 、 教 員 の カ ウ ン セ リ ン グ 能 力 や 学 校 の

相 談 機 能 を 高 め 、 教 員 の 資 質 向 上 を 図 り ま し た 。 ま た 、 不 登 校 や い じ め な ど の 未

然 防 止 及 び 早 期 発 見 ・ 早 期 対 応 に 努 め 、 調 査 結 果 を 学 級 経 営 に 生 か し ま し た 。  

・ 「 Ｑ － Ｕ 調 査 」を 活 用 し て 教 職 員 が 面 談 形 式 の 教 育 相 談 を 行 う こ と に よ り 、個 々

の 子 ど も の 心 の ケ ア を す る と と も に 、 子 ど も 同 士 の 関 わ り を 深 め る 学 級 集 団 づ く

暴力行為総件数

97
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80

90

100

110

120

H22 H23 H24
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り を 進 め ま し た 。  

○  「 い じ め 調 査 」 の 実 施  

・  市 内 小 ・ 中 学 校 の 全 児 童 生 徒 に 対 し て 、 ９ 月 に 「 い じ め 調 査 」 を 実 施 し 、 い じ

め の 早 期 発 見 ・ 早 期 対 応 に 努 め ま し た 。  

・  各 校 の 調 査 結 果 を 小 ・ 中 学 校 別 に 集 約 し 、「 今 回 の 調 査 に お け る い じ め の 特 徴 」

や 「 今 後 、 学 校 と し て 取 り 組 ん で い く こ と 」 を 整 理 し た 『 い じ め 調 査 の 分 析 と 今

後 の 取 組 に つ い て 』を 作 成 し 、各 小・中 学 校 に 配 付 し て 指 導 の 徹 底 を 図 り ま し た 。  

○  校 内 生 徒 指 導 体 制 確 立 の た め の 学 校 訪 問 の 実 施  

・  １ 学 期 中 に す べ て の 小 ・ 中 学 校 を 計 画 訪 問 し て 、 指 導 方 法 や 指 導 体 制 等 に つ い

て 情 報 交 換 を 行 う と と も に 、 各 学 校 が 抱 え て い る 問 題 （ 暴 力 行 為 、 不 登 校 、 い じ

め 等 ） を 的 確 に 把 握 し 、 そ の 解 決 に 向 け て 助 言 を 行 い ま し た 。  

・  月 別 問 題 行 動 報 告 か ら 課 題 の あ る 学 校 及 び 学 級 に 対 し て 、 指 導 主 事 が 訪 問 し 、

指 導 助 言 を 行 い ま し た 。  

○  各 種 研 修 会 （ 生 徒 指 導 担 当 者 等 ） の 開 催  

・  ４ 月 に 小 ・ 中 学 校 第 １ 回 担 当 者 研 修 会 、 ７ 月 は 小 学 校 担 当 者 研 修 会 、 10 月 は

い じ め 調 査 結 果 を 受 け て 小 ・ 中 学 校 第 ２ 回 担 当 者 研 修 会 、 ２ 月 に 小 ・ 中 学 校 第 ３

回 担 当 者 研 修 会 を 行 う こ と に よ り 、 担 当 者 の 力 量 向 上 と 情 報 交 換 に 努 め ま し た 。  

・  ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー の 資 質 及 び カ ウ ン セ リ ン グ 能 力 向 上 の た め に 本 市 の い じ

め や 不 登 校 の 現 状 を も と に し た 研 修 会 を 行 い ま し た 。  

○  関 係 機 関 等 と の 連 携 の 充 実  

・  北 勢 児 童 相 談 所 、 四 日 市 南 ・ 北 ・ 西 警 察 署 、 北 勢 少 年 サ ポ ー ト セ ン タ ー 、 家 庭  

裁 判 所 、 保 護 観 察 所 、 家 庭 児 童 相 談 室 等 福 祉 関 係 各 課 、 保 健 所 、 男 女 共 同 参 画 課  

等 の 関 係 機 関 を 訪 問 し て 情 報 交 換 等 の 連 携 を 積 極 的 に 進 め ま し た 。  

・  生 徒 指 導 定 例 会 （ 隔 月 １ 回 ） や 生 徒 指 導 担 当 者 研 修 会 に お い て 、 不 登 校 や 問 題

行 動 等 へ の 対 応 方 法 や 各 学 校 へ の 助 言 内 容 を 検 討 し ま し た 。  

・  四 日 市 市 子 ど も の 虐 待 及 び 配 偶 者 か ら の 暴 力 防 止 ネ ッ ト ワ ー ク 会 議 等 で 児 童 虐

待 の 状 況 報 告 お よ び 対 応 に つ い て 情 報 交 換 し ま し た 。ネットワークの機能を生かし

たケース会議（連携会議）の開催により児童虐待への的確な対応に努めています。 

・ 四日市市学校臨床心理士会と連携を図り、発達障害傾向の子どもへの対応や学校に

おける事故等への緊急支援が早期にできるようになりました。 

○ 幼保小中学校における生徒指導の連携 

 ・ 組織的な生徒指導体制を確立するため、学びの一体化や生徒指導担当者研修会など

を通して、情報交換会や指導方法の連携会を行うことができました。 

○  生 徒 指 導 緊 急 対 応 に 係 る 体 制 の 整 備 ・ 充 実  

 ・ 円滑な生徒指導の推進のため、学校で起こるさまざまな問題に対して、法的根拠を 

  もとに５６回にわたって教育委員会顧問弁護士などから教育委員会や学校が指導、助 

言を受け、緊急対応体制等の整備・充実を図ることができました。 

○  生 徒 指 導 特 別 指 導 員 、 ス ク ー ル ソ ー シ ャ ル ワ ー カ ー （ 三 重 県 教 育 委 員 会 ） の 派 遣  

 ・ 三重県教育委員会から中学校３校に生徒指導特別指導員が、また、中学校１校には

スクールソーシャルワーカーが派遣され、生徒指導上の支援や子どもへのかかわり方

に対する継続的な助言を受けて指導を行いました。 

 

※ 「 学 級 集 団 ア セ ス メ ン ト Ｑ － U 調 査 」  

楽 し い 学 校 生 活 を 送 る た め の ア ン ケ ー ト 。 学 級 経 営 の た め の 有 効 な 資 料 が 得 ら れ 、

い じ め や 不 登 校 な ど の 問 題 行 動 の 予 防 と 対 策 に 有 効 な ア ン ケ ー ト 。  
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２ 教育相談の充実  

◆ ねらい 

 児 童 生 徒 の 問 題 行 動 等 の 背 景 や 要 因 は 複 雑 で あ り 、そ の き っ か け も 様 々 で す 。ま た 、

時 間 の 経 過 と と も に 状 況 も 刻 々 と 変 化 し ま す 。最 近 の 子 ど も た ち は 、心 に 不 安 や 悩 み 、

ス ト レ ス や 不 満 を 抱 え て い る こ と が 多 く 、 子 ど も の 言 動 の 小 さ な 変 化 も 見 逃 さ な い こ

と が 大 切 で す 。  

 そ の た め に は 、 子 ど も た ち へ の 教 育 相 談 を 充 実 さ せ る と と も に 、 子 育 て や 家 庭 生 活

に 関 す る 不 安 や 悩 み を 持 つ 保 護 者 が 気 軽 に 相 談 で き る 教 育 相 談 体 制 の 構 築 が 重 要 に な

っ て い ま す 。  

 

◆ 現状と課題 

○  ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー 等 の 配 置 状 況  

  ・  平 成 ２ ４ 年 度 に は 、 ４ ５ 校 に 拡 大 し 、 全 中 学 校 お よ び 小 学 校 ２ ３ 校 に 配 置 し

て い ま す 。（ 中 学 校 全 ２ ２ 校 と 小 学 校 ５ 校 が 国 ・ 県 費 、 小 学 校 １ ８ 校 が 市 費 ）  

ま た 、 ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー 配 置 校 以 外 の 小 学 校 １ ７ 校 に は 、 心 の 教 室 相 談 員

を 配 置 し 、 子 ど も た ち の 心 の 居 場 所 づ く り を 進 め ま し た 。  

・  年 １ 回 の 研 修 会 を 行 う こ と に よ り 、 カ ウ ン セ リ ン グ 機 能 の 充 実 及 び 関 係 機 関

等 と の 連 携 を 図 り ま し た 。  

・  臨 床 心 理 士 等 を ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー と し て 、 未 配 置 の 小 学 校 へ の 配 置 を 進

め 、 学 校 に お け る カ ウ ン セ リ ン グ 機 能 を 高 め る こ と が 必 要 で す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○  ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー 等 の 活 用 状 況  

・  平 成 24 年 度 の ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー 等 へ の 総 相 談 件 数 は 、 ７ ,９ ８ ７ 件 で し

た 。  

・ 県 配 置 の ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー に つ い て は 、平 成 ２ １ 年 度 か ら 、週 １ 回 4～ 7

時 間 の 傾 斜 配 置 と な り 、 平 成 ２ ４ 年 度 の 平 均 相 談 件 数 は 1１ ０ 件 で し た 。 市 配

置 の ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー は 週 １ 回 ６ 時 間 で 、 １ 校 当 た り の 年 間 相 談 件 数 は 2

４ ２ 件 で し た 。ま た 、 市 配 置 の 心 の 教 室 相 談 員 は 、 週 1 回 6 時 間 、 1 校 当 た り

の 年 間 相 談 件 数 は ４ ０ 件 で し た 。 配 置 時 間 や 回 数 の 増 加 を 行 っ て い く こ と が 課

題 と な っ て い ま す 。  

 

 

 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｈ２２

Ｈ２３

Ｈ２４

配置校数

ＳＣ（ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ）

心の教室相談員

ハートフル相談員
※H23年度のみ配置
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第２章「めざす子どもの姿」を実現するための重点 
重点② 豊かな人間性の育成 

 

第２次四日市市学校教育ビジョン「重点②－１ 生徒指導・教育相談の充実」 
 
 

○  ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー 等 へ の 相 談 内 容  

・  児 童 生 徒 が 相 談 す る 内 容 の 中 で は 、 人 間 関 係 に 関 す る 相 談 と 自 己 の 問 題 に つ

い て の 相 談 が 多 く 、 相 談 内 容 は 多 岐 に 渡 っ て い ま す 。  

・  保 護 者 が 相 談 す る 内 容 の 中 で は 、 児 童 生 徒 の 発 達 に 関 す る 相 談 が 最 も 多 く 、

全 体 の ３ ０ ％ に 相 当 し ま す 。 次 い で 、 家 庭 問 題 に 関 す る 相 談 、 自 己 の 問 題 に 関

す る 相 談 の 順 に な っ て い ま す 。  

・  教 職 員 が 相 談 す る 内 容 の 中 で は 、 児 童 生 徒 の 発 達 に 関 す る 相 談 が 圧 倒 的 に 多

く 全 体 の ３ １ ％ に 相 当 し 、指 導 に 悩 ん で い る 教 職 員 の 現 状 が 顕 著 に み ら れ ま す 。 

 

平成２４年度　相談内容別相談件数（年間集計）

47

641

273 311

31

233

391

105
18

215

28

187

403
502

17

127

235

57
2

109
53

563

844

1248

67

344
416

213

18

269

1 4 6 15 0 3 2 0 0 7
0

200

400

600

800

1000

1200

1400

いじめ

人間関係(家族以外)

家庭問題

発達の問題
非行・怠学

進路・学習

自己の問題

心身の健康 虐待
その他

件数

児童生徒

保護者

教職員

その他

 
 

・ 不 登 校 に 関 係 す る 相 談 は 、総 相 談 件 数 ７ ,９ ８ ７ 件 中 、１ ,５ ０ ５ 件 あ り ま し た 。

こ れ は 、 全 体 の 約 １ ９ ％ を 占 め る 割 合 で あ り 、 不 登 校 児 童 生 徒 の 増 加 に 伴 い 、

相 談 件 数 も 増 加 傾 向 に あ り ま す 。  

・  不 登 校 に 関 係 す る 相 談 内 容 と し て は 、 家 庭 問 題 が 大 部 分 を 占 め 、 次 い で 自 己

の 問 題 、 人 間 関 係 （ 家 族 以 外 ）、 発 達 の 問 題 に 関 す る 相 談 の 順 に な っ て い ま す 。 

 

平成２４年度　不登校の相談状況

8

31
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家庭問題
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非行・怠学
進路・学習

自己の問題
心身の健康 虐待

その他

児童生徒

保護者

教職員

その他

 

 ※  ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー は 、 児 童 生 徒 の 臨 床 心 理 に 関 し て 高 度 に 専 門 的 な 知 識 ・

経 験 を 有 す る 者 で 、 児 童 生 徒 お よ び 保 護 者 へ の カ ウ ン セ リ ン グ や 教 職 員 お よ び

保 護 者 に 対 す る 助 言 ・ 援 助 を 行 う た め に 、 市 内 の 小 ・ 中 学 校 に 配 置 し 、 児 童 生

徒 の 問 題 行 動 等 の 解 決 に 当 た り ま す 。 ま た 、 発 達 検 査 等 も 行 い ま す 。  

 ※  心 の 教 室 相 談 員 は 、 ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー の よ う に 専 門 的 な 知 識 や 経 験 は 有 し

ま せ ん が 、 児 童 お よ び 保 護 者 か ら 悩 み 等 を 聞 き 、 相 談 者 の ス ト レ ス を 和 ら げ る

よ う な 話 し 相 手 と な る よ う に 、 市 内 の 小 学 校 に 配 置 し て い ま す 。  

 

平成 24 年度 年間総件数における不登校に関係する相談件数とその内訳（1,505／7,987 件） 

平成 24 年度 相談内容別件数（年間総件数：7,987 件）  

-43-



 
第２章「めざす子どもの姿」を実現するための重点 
重点② 豊かな人間性の育成 

 

第２次四日市市学校教育ビジョン「重点②－１ 生徒指導・教育相談の充実」 
 
 

○  ハ ー ト サ ポ ー ト 事 業  

・  カ ウ ン セ リ ン グ 等 に 関 し 、 専 門 的 な 知 識 と 経 験 を 有 す る 臨 床 心 理 士 ２ １ 名 及

び 元 家 庭 裁 判 所 調 停 員 １ 名 を ハ ー ト サ ポ ー タ ー と し て 学 校 ・ 園 や 家 庭 に 派 遣 し

て い ま す 。  

・  平 成 ２ ４ 年 度 の 相 談 件 数 は ８ ３ 件 （ 平 成 ２ ３ 年 度 ９ １ 件 、 平 成 ２ ２ 年 度 ８ ８

件 ） で し た 。  

・  平 成 ２ ３ 年 度 は 小 学 校 の 相 談 件 数 が ６ ０ 件 で 最 多 で し た が 、 平 成 ２ ４ 年 度 は

中 学 校 が ４ ４ 件 と 最 も 多 く な り ま し た 。 不 登 校 に 悩 む 生 徒 や 保 護 者 の 継 続 的 な

相 談 が 中 学 校 で 増 加 し た こ と が 理 由 と し て 挙 げ ら れ ま す 。  

・  平 成 ２ ４ 年 度 の カ ウ ン セ リ ン グ 内 容 は 、 不 登 校 関 係 、 子 育 て 不 安 、 子 ど も の

行 動 に 対 す る 不 安 、 発 達 障 害 、 対 人 関 係 等 が 主 な も の で し た が 、 近 年 、 不 登 校

児 童 生 徒 の 保 護 者 の 子 育 て 不 安 な ど 、 一 つ の 問 題 か ら 波 及 す る 複 合 型 の 相 談 が

急 増 し て い ま す 。  

・  保 護 者 が 情 緒 不 安 定 に な っ て 、 う ま く 子 育 て が で き な い ケ ー ス も 増 加 し て お

り 、 保 護 者 に 対 す る 心 の ケ ア も ハ ー ト サ ポ ー タ ー の 大 き な 役 割 と な っ て き て い

ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○  い じ め ・ 体 罰 等 電 話 相 談 、 来 室 相 談  

・  教 育 相 談 担 当 者 （ １ 名 ） が 、 電 話 や 面 接 に よ る 相 談 を 行 っ て い ま す 。  

・  平 成 ２ ４ 年 度 の 相 談 件 数 は ２ ９ ９ 件 （ 平 成 ２ ３ 度 ２ ３ ３ 件 ） で 、 そ の う ち 保 護

者 か ら の 相 談 が 全 体 の 約 ７ １ ％ を 占 め て い ま す 。相 談 内 容 は 多 岐 に わ た っ て お り 、

そ の 中 で 、 学 校 が 行 っ た 子 ど も へ の 指 導 内 容 に 対 す る 相 談 が １ １ １ 件 （ 平 成 ２ ３

年 度 ６ ９ 件 ） と 多 く 、 い じ め に 関 す る 相 談 は ３ ４ 件 （ 平 成 ２ ３ 年 度 ２ ７ 件 ） で 、

体 罰 に 関 す る 相 談 は ５ 件 で し た 。  

 

◆ 今後の方向性 

○  不登校やいじめの未然防止、早期発見、早期対応を図るために、ス ク ー ル カ ウ ン セ

ラ ー と 連 携 し 、子 ど も や 保 護 者 へ の 支 援 方 法 等 に 関 し て 、相談体制の充実を図ります。 

○  スクールカウンセラーをすでに配置している中学校に加え、全小学校にも配置し、児

童 生 徒 が 気 楽 に 相 談 で き る 体 制 を 構 築 す る と と も に 、 保 護 者 か ら の 相 談 も 積 極 的 に

受 け る よ う 努 め ま す 。  

○  ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー や 学 校 外 の 相 談 機 関 に つ い て 、 学 校 便 り や 学 校 ホ ー ム ペ ー

ジ 等 で 保 護 者 に 知 ら せ る と と も に 、 教 職 員 の カ ウ ン セ リ ン グ 力 の 向 上 に 努 め ま す 。  

○  ハ ー ト サ ポ ー タ ー の 積 極 的 な 活 用 を 促 進 し 、 子 ど も の 発 達 の 問 題 や 保 護 者 の 子 育  

て 不 安 等 の 相 談 に 対 応 す る と と も に 、 緊急時の対応として、臨床心理士を学校や家庭

に派遣しま す 。  

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

H２２

H２３

H２４

ハートサポート相談件数

幼稚園

小学校

中学校

（件）
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第２章「めざす子どもの姿」を実現するための重点 
重点② 豊かな人間性の育成 

 

第２次四日市市学校教育ビジョン「重点②－２ 道徳教育の充実」 
 
 

３ 道徳教育の充実 

◆ ねらい 

子どもたちが体験活動を通して身につけたものの見方や考え方、感じ方をもとに、道徳

的価値の自覚を深め、道徳的実践力を育みます。 

◆ 現状と課題 

○ 総合的な学習の時間や特別活動での体験（例.福祉・ボランティア体験、老人会との

交流、地域での体験、自然教室、職場体験等）をもとにして、関連性のある資料を用

いたり、参加体験型学習を取り入れたりしながら、道徳教育の取組を進めています。 

  

○ 「道徳的実践力をはぐくむ道徳教育の充実」に基づいた学校教育全体での実践 

・ 小中学校ともに、文部科学省作成の「心のノート」を使用している・・・１００％ 

文部科学省の「心のノート」を道徳の時間をはじめ、学校の教育活動の様々な場

面で使用しています。児童生徒が自らページを開いて書き込んだり、家庭で話題に

したりするなどして活用しています。 

  

 ○ 道徳全体指導計画及び年間指導計画の立案・実践・改善 

・ 小中学校ともに、道徳の時間の年間指導計画を作成している・・・・１００％ 

・ 各小・中学校の道徳平均授業時数（H２４文科省道徳教育推進状況調査より） 

小学校―３６.１時間、中学校―３６.４時間となっており、小・中学校ともに 

   配当時間を超えています。 ※小学１年は３４時間、小学２年～中学３年は３５時間配当 

・ 平成２３・２４年度と、文部科学省の「道徳教育総合支援事業」の指定を受け、

道徳教育の推進に取り組んでいます。研究指定校の泊山小学校の成果は、道徳教育

推進教師担当者研修会や公開授業研究会等で還流しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取組指標 
現状値 

（平成 2４年度）

目標値 

（平成 27 年度）

道徳の時間で体験活動等を生かした授業を

年間３回以上実施した学級の割合 
100％ １０0% 
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第２章「めざす子どもの姿」を実現するための重点 
重点② 豊かな人間性の育成 

 

第２次四日市市学校教育ビジョン「重点②－２ 道徳教育の充実」 
 
 

○ 家庭や地域との連携の推進 

・ 小中学校ともに、道徳の公開授業（授業参観）を実施している・・・１００％ 

・ 平成２４年度は、学校公開日や授業参観日に、すべての小中学校において、全学

級で道徳の授業が公開されました。 

・ 道徳の授業内容を学校だよりや学年だより、ホームページなどで発信しています。 

保護者や地域等からは道徳教育の取組について理解・評価をいただいています。 

 

<地域や保護者の感想から> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 今後の方向性                  

○ 道徳的実践力を育てるために、実生活や実社会とのかかわりを深め、さまざまな体験

活動を生かした道徳教育の推進をより一層図ります。 

○ 道徳の授業公開を積極的に行うとともに、地域の人々の参加や協力を得るなど、家庭

や地域社会との連携を図ります。 

○ 文部科学省の「心のノート」「読み物資料」は、児童生徒の発達段階に応じ、継続的に

道徳の学習が発展できるように工夫されており、道徳的価値について自ら考えるきっか

けとなるよう継続的に活用します。 

○ 小学校では、基本的な道徳的価値観の形成を重視します。低・中学年では、幼児期か

らの教育との接続に配慮し、基本的な生活習慣や善悪の判断、きまりを守るなど、日常

生活や学習の基盤となる道徳性の指導や感性に働きかける指導を促進します。 

中・高学年では、多様な体験を生かし、自分と他者との人間関係や社会とのかかわり

に目を向け、夢や希望をもって生きることの指導を促進します。 

○ 中学校では、人間としての生き方について、自覚を深める指導を重視します。その際、

法や社会とのかかわりなどに目を向けます。また人物から生き方や人生訓を学んだり、

自分のテーマをもって考え、討論したりするなど、多様な学習を促進します。 

・ 道徳の時間の参観をきっかけに、いじめについて家庭でも話し合った。 

・ 道徳の時間に命の大切さについて学習し、家庭でも話し合う時間をとっていただい 

たところもあり、子どもたちにも保護者にも命について考える機会となった。 

・ 子どもが感謝の気持ちを伝えるようになった。道徳の授業を参観し、うれしさと感 

動を覚えた。 

・ 道徳の時間の参観をきっかけに家でのお手伝いをしっかりしてくれるようになり 

ました。 

・ 自己の存在の大切さをテーマにした道徳の参観によって、改めて家族の絆を考える 

きっかけになった。 

・ PTA 懇談会の話合いで、道徳の授業で取組んだ防災や命の大切さについて考えた。 

・ 仲間づくりを大切にした道徳の授業が行われたが、子どもたちが楽しそうに授業に 

参加していて安心した。 

・ 実際に授業を見て、家で見せる姿と違って、物事の判断をする根拠を子どもたちが 

しっかりと話し合えているので驚いた。 

・ 参観した立場として、他の多くの保護者に参観してほしいと思える内容でした。 
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４ 人権教育の充実 

◆ ねらい 

人権を尊重する意欲や態度を身につけ、一人一人の自己実現を可能にするために必要な

学習活動を展開し、人権問題を解決する行動力を育成します。また、教材・資料の作成及

び環境の整備に努めます。 

◆ 取組指標と現状値 

※各領域とは、部落問題・障害者・外国人・子ども・女性の人権に関する問題の 

5 領域をさす。 

◆ 現状と課題 

平成 24 年度は、｢いじめ」や「体罰」によって子どもが自らの命を絶つ事件が他県で発

生し、子どもの人権が全国的な問題となりました。本市においても、子どもの人権にかか

わる問題のほかに、障害者や外国人、身体的特徴のある人などへの差別的な見方や関わり

が残念ながらみられます。このような現状のなかで、学校･園での人権教育の取組の重要性

が増しています。人権問題の解決のためには、子ども一人一人が人権尊重の理念や人権に

関する知識を十分に理解して、差別をなくす主体者となるべき力を身につけることが大切

です。 

上記の取組指標である『人権教育各領域の学習実施率(5 領域をすべて実施している学校

の割合)』は、平成 23 年度の 77.4％から平成 24 年度には 85.5％まで値が上昇していま

す。多くの学校において、人権教育 5 領域を意識した学習が、卒業までの見通しの中で系

統的に取り組まれてきています。 

小学校の場合、以前は、6 年生のときに集中して人権学習を進めている傾向がありまし

たが、低学年から様々な人権の領域を意識して取組が行われるようになりました。中学校

では、部落問題に対して、3 年間を通しての学習が系統的に進められている学校も増えて

います。 

今後も、教職員が、学校・地域や子どもの実態に応じた計画的な教育実践を進められる

よう教材開発と整備、指導方法の研究などに努めていきます。さらに、知識を一方的に教

えることにとどまらないように、教職員の人権意識の向上を図るため、研修の充実を図り

ます。 

○  学 校 ア ン ケ ー ト の 結 果 か ら み え る 人 権 意 識     

 「いじめは絶対いけない」と

思っている 

「学校が楽しい」と感じている

小学校（40 校） ９３％ ９０％ 

中学校（22 校） ９０％ ９０％ 

計 ９２％ ９０％ 

取組指標 
現状値 

（平成 24 年度） 

目標値 

（平成 27 年度） 

人権教育各領域（※）の学習実施率 85.5% 100% 
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平 成 ２ ４ 年 度 末 に 小・中 学 校 で 実 施 し た ア ン ケ ー ト 結 果 に よ る と 、前 年 度 同 様 、小 ・

中 学 生 全 体 の ９ ０ ％ 以 上 が「 い じ め は 絶 対 い け な い 」｢学 校 が 楽 し い ｣と 感 じ て い ま す 。

し か し 、一 方 で「 自 分 の こ と を 大 切 だ と 感 じ て い る 」子 ど も の 割 合 が 小 ･中 学 生 と も お

よ そ ８ ０ ％ で あ る と い う 結 果 か ら 、 5 人 に 1 人 は 自 己 肯 定 感 が 低 い と 考 え ら れ ま す 。

一 人 一 人 の よ さ や 違 い を 認 め 合 い 、 ど の 子 ど も に と っ て も 安 心 し て 自 分 ら し さ を 発 揮

で き る 学 級 や 学 校 ･園 づ く り を 推 進 し て い く よ う に 努 め ま す 。  

◆ 今後の方向性 

○  す べ て の 教 育 活 動 に お い て 、部 落 問 題 を は じ め と す る 障 害 者・外 国 人・子 ど も ・

女 性 等 の 人 権 に 関 す る 問 題 や い じ め 問 題 に 潜 む 差 別 や 偏 見 を 見 抜 き 、そ の 解 決 に

向 け た 行 動 力 を 培 う 学 習 を 進 め ま す 。  

○  す べ て の 学 校 ・ 園 で 、 研 修 体 制 や 子 ど も の 実 態 に 即 し た 『 人 権 教 育 推 進 計 画 』

の 策 定 及 び 改 訂 を す る と と も に 総 合 的 な 人 権 学 習 カ リ キ ュ ラ ム や プ ロ グ ラ ム の

編 成 を 進 め ま す 。  

○  全 中 学 校 ブ ロ ッ ク で 、 人 権 教 育 を 通 し た 幼 稚 園 、 保 育 園 、 小 ・ 中 学 校 等 の 連 携

を 進 め ま す 。 そ の 取 組 の 一 環 で あ る 「 子 ど も 人 権 フ ォ ー ラ ム 」 を よ り 充 実 し た も

の に し ま す 。  

○  保 護 者 ・ 教 職 員 一 人 一 人 が 自 分 の 人 権 感 覚 を 見 直 す 研 修 の 機 会 を 充 実 し 、 人 権

意 識 が 向 上 す る よ う 取 組 を 継 続 し ま す 。  

◆ 主な取組状況 

（１）人権教育カリキュラム 

○  人 権 教 育 の 諸 課 題 に 関 す る 学 習 の た め の 資 料 教 材 を 作 成 し 、 配 布 し て い ま す 。    

 

<人 権 作 文 集 、 人 権 カ レ ン ダ ー > 

   【 人 権 ポ ス タ ー ・ 作 文 応 募 状 況 （ 平 成 ２ ４ 年 度 ）】  

 人 権 ポ ス タ ー …  ４ ８ 校 園 、 2１ ４ 点  

（ 幼 ５ 園 ・ 保 2 園 ・ 小 ２ ８ 校 ・ 中 １ ３ 校 ）        

   人 権 作 文   …  3５ 校 、 7９ 点 （ 小 ２ １ 校 ・ 中 14 校 ）   

 

○  人 権 教 育 推 進 校 園 指 定 事 業 を 実 施 し て い ま す 。  

各 種 研 修 会 へ の 参 加 や 人 権 学 習 の 実 践 研 究 や 講 演 会 の 実 施 、 フ ィ ー ル ド ワ ー ク

及 び 還 流 報 告 等 を 実 施 し て い ま す 。実 施 後 、『 人 権 学 習 プ ロ グ ラ ム 』を 作 成 し 、取

組 を 全 市 に 広 げ て い ま す 。  

【 平 成 ２ ４ 年 度 推 進 校 園 】  幼 稚 園 2 園   …  常 磐 中 央 、 川 島  

小 学 校 3 校   …  三 重 、 常 磐 、 神 前  

中 学 校 2 校  …  保 々 、 三 滝  

<学 校 人 権 教 育 の て び き > 

    第 5５集『学校における人権総合学習プログラム（ADIDAS）』の発行 

（平成 22・23 年度人権教育リーダー育成研修会人権総合学習プログラム展開レポートから） 
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（２）「子ども人権フォーラム」の実施 

○ 中学校区ブロック「子ども人権フォーラム」事業実施状況（平成２４年度） 

全２２中学校ブロックにおいて、ブロック内の小・中学生が中心となって「子ど

も人権フォーラム」を開催しました。参加体制（全員または代表者）やフォーラム

の内容は、各ブロックによって異なりますが、子どもたちは、障害者や外国人など

にかかわる様々な人権問題について、自らの体験・考え方を発表するなどの活動を

しました。共に活動したなかまや教育関係者と、差別をなくそうとする生き方・人

権尊重の生き方を互いに学び合う機会をもちました。 

（内容例） 

・ 各学校の人権学習の取組紹介と講演会、分散会に分かれての意見交流 

・ テーマ別(障害、いじめ問題、多文化共生、決めつけ、自分の人権意識の振り返り、

など）グループワークによる意見交流 

・ 講師による参加体験型ワークショップ（テーマ：仲間、自分の中の差別心に気づく

など） 

・ 人権作文の発表、中学生の司会・進行によるグループ討議 

・ 人権クイズ（テーマ：差別、偏見）を通して学ぶ 

・ 障害者通所施設での、障害のある人との交流活動や聞き取り、感想や意見の交流 

・ 地域の人や校区にある高校の生徒も参加しての意見交流 

 

（３）保護者に対する人権啓発 

 【 Ｐ Ｔ Ａ 人 権 問 題 研 修 会 実 施 状 況  （ 実 施 形 態 ）】   

● 幼 稚 園 ・ 2１ 園 に て 実 施  

      講 演 会 ： 15 園 、 参 加 型 研 修 ・ 懇 談 会 ・ グ ル ー プ 討 議 :12 園   

● 小 学 校 ・ 2６ 校 に て 実 施  

      講 演 会 :14 校 、 参 加 型 研 修 ・ 懇 談 会 ・ グ ル ー プ 討 議 ： 11 校 、  

授 業 参 観 ： ４ 校  

● 中 学 校 ・ 1４ 校 に て 実 施  

講 演 会 ： 10 校 、 参 加 型 研 修 ・ 懇 談 会 ・ グ ル ー プ 討 議 ： 7 校   

 

（４）中学校ブロックを中心とした人権文化の創造 

○ 中学校ブロック人権教育研修状況(平成 24 年度)  ※（ ）内数はＨ2３年度の数 

      研  修  内  容 実施ブロック数・延べ回数 

ア 講演会 22 ブロック・ 32 回 （ 24） 

イ 授業公開（小・中）、保育公開（幼） 22 ブロック・11３回 （ 96） 

ウ ブロック内情報交換、連絡会 22 ブロック・147 回 （173） 

エ ブロック内教職員合同研修会 22 ブロック・ 53 回 （ 52） 

 

（５）地域人権教育の推進 

○  子 ど も 人 権 文 化 創 造 事 業 （ 平 成 ２ ４ 年 度 ）  

【 地 域 人 権 教 育 推 進 事 業 】 実 施 状 況    

● 学 校 ・ 園 、 家 庭 、 地 域 が 連 携 し 、 な か ま と と も に 自 他 の 人 権 を 尊 重 す る 心 情 や

差 別 を な く す た め の 実 践 力 を 育 む た め の 人 権 学 習 や 体 験 学 習 ・ 聞 き 取 り 学 習 等
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を 実 施 し ま し た 。  

【 子 ど も の 居 場 所 づ く り 活 動 支 援 】 実 施 状 況  

● 地 域 ボ ラ ン テ ィ ア 等 の 協 力 を 得 て 、 人 権 プ ラ ザ の 児 童 集 会 所 で 、 子 ど も の 主 体

的 な 学 習 （ パ ソ コ ン の 活 用 を 含 む ） や 遊 び の 場 が 安 心 ・ 安 全 に 行 わ れ る よ う 支

援 し ま し た 。   

【 キ ッ ズ ・ ス ク ー ル 】 実 施 状 況   

 ● 放 課 後 ・ 休 日 等 な ど を 利 用 し て 、 な か ま と し て 互 い に 尊 重 し 合 う 心 を 育 む こ と

を 目 的 と し て 、 人 権 プ ラ ザ を 中 心 に 、 地 域 、 保 護 者 、 学 校 ・ 園 な ど の 協 力 の も

と 、 体 験 教 室 や 教 養 ・ 文 化 的 活 動 な ど を 実 施 し ま し た 。  

○  自 己 実 現 支 援 事 業 （ 平 成 ２ ４ 年 度 ）  

  【 子 ど も の 学 び 支 援 】 実 施 状 況  

   ● 学 校 ・園 、地 域 、家 庭 が 協 働 し 、学 習 支 援 員（ 教 員 Ｏ Ｂ 、地 域 の 人 、学 生 等 ）

と の 協 力 を 得 て 、 子 ど も た ち の 学 習 意 欲 の 向 上 や 基 礎 学 力 及 び 学 習 習 慣 の 定

着 に 向 け て 取 組 を 進 め ま し た 。  

  

（６）人権教育研修の充実 

○ 人権・同和教育課主催の人権教育教職員研修会（平成２４年度） 

研修会名 月 内     容 参加 者数 

推進委員研修会 ５月 人権教育推進委員としての役割、「なかまづく

り」について、人権フォーラムについて 

 ７４ 

幼稚園実践研修会 ７月 「子どもの目線からの人権教育」（講師 大方

美香） 

 ５０ 

小中学校実践研修会 ８月 「子どもの理解からはじまる人権教育」（講師

ト田真一郎） 

１３６ 

初任者研修会 ８月 「差別の現実から深く学ぶとは」 ７６ 

転入者研修会 ８月 「差別の現実から深く学ぶとは」  ２６ 

地域人権教育推進校

研修会 

６月・９

月・２月  

「人権教育推進担当として大切にすること」

「部落問題学習について」 

４８ 

 

○  人 権 教 育 に か か わ る 校 園 内 の 研 修 推 進 状 況  

子どもたちに対する人権教育を推進するために、指導技術を高めるだけでなく、教

職員自身の人権感覚を向上させるための研修に取り組んでいます。学年別研修やグル

ープ別研修など、教職員が互いに、自身の経験や思いを出し合いながら学ぶような研

修形態をとる学校・園が増加しています。 

また、幼稚園における人権教育に関する研修も増加しています。就学前からの人権

教育の充実は、とても大切なことです。今後も、すべての学校・園において人権教育

に関わる研修が深化･充実できるよう支援します。 

 

○ 学校人権教育リーダー育成研修会・人権教育フォローアップ研修会 

学 校 に お け る 人 権 教 育 の 充 実 及 び 質 の 向 上 を 図 る に は 、カ リ キ ュ ラ ム 作 成 や 研 修

の 中 心 と な り 得 る 人 材 の 育 成 が 不 可 欠 で す 。そ のた め 、リ ー ダ ー 養 成 を 目 指 し た 実

践 的 な 研 修 会 を 開 催 し ま し た 。  
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・ 学校人権教育リーダー育成研修会 

①参加体験型の実践的研修（講師 金原正紀） 

②部落史学習の指導案・教材づくり（講師 星野勇悟） 

③部落問題学習における指導案・教材づくり（講師 森実） 

・ 学校人権教育リーダーフォローアップ研修会 

「自分の中の部落問題と部落問題学習」（講師 原裕） 

 

 ＜人権教育に関わる校園内研修等の状況＞  

(幼 稚 園 24 園 、 小 学 校 40 校 、 中 学 校 22 校 ) 

 

 

 

 

 

 

 

○ 人権教育教職員研修派遣事業（平成２４年度） 

＜研修派遣人数＞ 幼小中学校教職員対象 

  開催月・研究大会及び研修名・参加

人数 

開催月・研究大会及び研修名・参加人数

6 月 「せいかつ」実践交流会

（津） 
７ 

 1 月 人権･部落問題学習研究

集会（大阪 和泉） 
4 

7 月 豊 か な 就 学 前 人 権 教 育 実 践

交 流 会(津 白山) 
 ８ 

1 月 全国人権保育研究集会 

（鳥取） 
1 

8 月 全国在日外国人教育研究

集会（大分） 
１ 

1 月 三重県在日外国人教育研

究大会（松阪） 
3 

8 月 大阪府人権教育夏季研究

会（大阪） 
３５ 

２月 部落解放研究三重県集会

（津） 
9 

10 月 三 重 県 人 権 ・ 同 和 教 育 研 究 大

会（東紀州） 
６４ 

2 月 「なかま」実践研究集会

（奈良） 
1 

11 月 部落解放研究全国集会

（滋賀） 
 １ 

 
その他 0 

12 月 全国人権・同和教育研究

大会（岡山） 
 ７ 合計 141
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５ 読書活動の充実           

◆ ねらい 

子どもたちの豊かな心をはぐくみ、想像力・思考力・表現力等を豊かに育成すること、

言語環境を整えること等をめざし、「学校図書館いきいき推進プラン」「四日市市子ども読

書推進計画」に基づき、子どもの読書活動を日常的に推進します。 

 

取組指標 
平成 24 年度現状値 

（ ）は H23 年度 

目標値 

（平成 27 年度） 

全学校図書館の本の貸し出し冊数 
72.2 万冊 

（６４万冊） 
68 万冊 

学校図書館司書の年間 1 校あたり

平均司書業務時間 

２８８時間 

 （288 時間） 

300 時間 

 

・「学校図書館いきいき推進事業」により、市内の小中学校６２校に週１日以上、専門的

な知識を持つ図書館司書を配置し、各学校の司書教諭や、図書館担当者、ボランティア

の活動を支援してきました。そのため２つの取組指標ともに高い成果を上げています。 

 

◆ 現状と課題 

○ 子どもの読書活動推進について  

 ・（調査項目） 

「家や図書館で、普段(月～金曜日)、１日当たりどれくらいの時間、読書をしますか。」

（平 成 25 年 2 月 調査 実施 ） 

小 学 校  2 時 間 以 上  
1 時 間 以 上  

2 時 間 未 満  

30 分 以 上  

1 時 間 未 満

10 分 以 上

30 分 未 満

10 分 より

少 ない 
全 くしない

4 年 生 3.9% 10.7% 26.0% 47.7% 9.3% 2.4%

5 年 生 5.0% 10.5% 21.6% 48.1% 12.1% 2.7%

6 年 生 3.3% 10.4% 24.3% 45.1% 12.4% 4.5%

全 国 平 均  6.5% 9.6% 18.7% 25.7% 17.0% 22.5%

    （ 全国 平均 値 は 、平 成 24 年 4 月 実施 第 6 学年 対象 全国 学 力・ 学習 状 況調 査児 童質 問 紙に よる ）  

中 学 校  2時 間 以 上  
1時 間 以 上  

2時 間 未 満  

30分 以 上  

1時 間 未 満  

10分 以 上

30分 未 満

10分 より

少 ない 
全 くしない

1年生 3.8% 9.1% 18.5% 60.5% 4.9% 3.2%

2年生 4.3% 9.4% 19.5% 59.1% 4.3% 3.3%

3年生 4.0% 9.5% 16.8% 60.5% 4.6% 4.6%

全 国 平 均  5.4% 8.1% 14.6% 21.7% 13.3% 36.8%

（全 国平 均値 は 、平 成 24 年 4 月実 施第 3 学年 対 象全 国学 力・ 学習 状 況調 査生 徒 質問 紙に よる ） 
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   全 中 学 校 で の 朝 読 実 施 や 小 学 校 で の 図 書 館

授業利用などの取組の成果として、10 分以上

30 分 未 満 の 読 書 時 間 が 多 く の児 童 生 徒 に 確

保されて います 。し かし学校 内だけ の読 書に

なってい る傾向 が強 く、家庭 読書の 推進 が課

題です。 

 

・（調査項目） 

「本を読んだり借りたりするために、学校図書館や地域の図書館へどれくらい行きま

すか。」（平 成 25 年 2 月 調査 実施 ） 

  

 

 

 

 

 

 

   （全 国平 均 値は 、平 成 24 年 4 月 実施 第 6 学 年 対象 全国 学力 ・ 学習 状況 調 査児 童質 問紙 に よる ） 

中 学 校  だいたい 

週 4回 以 上  

週 に 

1～3回 程 度  

月 に 

1～3回 程 度  

年 に 

数 回 程 度  

ほとんどまたは

全 く行 かない

1年生 3.3% 13.7% 19.3% 51.0% 12.7%

2年生 2.7% 12.0% 15.0% 55.7% 14.6%

3年生 2.1% 7.7% 10.3% 49.6% 30.3%

全 国 平 均  2.4% 6.5% 11.6% 21.5% 57.9%

   （全 国平 均 値は 、平 成 24 年 4 月 実施 第 3 学 年 対象 全国 学力 ・ 学習 状況 調 査生 徒質 問紙 に よる ） 

 

・ 司書派遣や学校側の図書館活用の意識向上によって、小・中学校ともに２つの調査

項目については、全国平均と比較して子どもの読書活動推進が進んでいるといえます。

中学校では、まだ授業利用が国語科以外で進んでいかない現状があり、今後学習指導

要領が求める言語活動の充実の一環として「学校図書館の授業利用」を全教科等で進

めていくことが課題です。 

 

○ 学校図書館蔵書の状況 （最新版に今後差し替え予定） 

学校図書館の現状に関する調査 小学校 中学校 

四日市市の蔵書数 400,245 冊 226,937 冊

四日市市の学校図書館標準冊数 367,640 冊 255,280 冊

四日市市の学校図書館の蔵書整備率   108.9％ 88.9％

四日市市の学校図書館の図書標準達成校 40 校中 28 校 22 校中 4 校

四日市市 70.0％ 18.2％学校図書館図書 

標準達成学校数の割合 全国 56.8％ 47.5％

（四 日市 市の 数 値は 平成 ２ ４年 度調 査 、全 国の 数 値は 平成 ２４ 年度「 学校 図 書館 の現 状に 関す る 調査 」によ る） 

小 学 校  だいたい 

週 4回 以 上  

週 に 

1～3回 程 度  

月 に 

1～3回 程 度  

年 に 

数 回 程 度  

ほとんどまたは

全 く行 かない

4年生 8.5% 46.7% 33.3% 9.8% 1.8%

5年生 5.5% 37.6% 38.7% 16.1% 2.0%

6年生 5.2% 25.7% 43.4% 23.1% 2.6%

全 国 平 均  3.4% 14.4% 23.5% 26.8% 31.4%
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○ なのはな文庫平成 2４年度活用状況（平成 2４年４月～平成 2５年 3 月まで） 

 

・学校図書館図書標準冊数の達成率が上がらないこと、依然として新しい本が少なく、子

どもたちが興味を持って図書に親しむ環境がなかなか整えられない等の課題がある中、

年間通して四日市市立図書館学校団体貸出図書（以下、「なのはな文庫」）巡回を実施し

ました。 

平成２４年度の活用状況は、小学校のべ 71 校（8,809 冊）、中学校のべ 36 校（2,930

冊）となりました。教室や廊下などに「なのはな文庫」本を置くことによって、子ども

の手の届くところに本があり、生活の中で自然に本に触れられることができる環境を作

り出すことができました。 

 

◆ 今後の方向性 

・ 学校が主導的な役割を担いつつ、図書館司書、図書館ボランティア三者の協働を推進

していきます。 

・ 「学校図書館いきいき推進事業」による図書館司書の授業支援・家庭読書支援を進め

ていきます。 

・ 図書館司書による「教科学習における調べ学習等に必要な書籍（資料）の適切な準備

やその活用への助言」「家庭での読書を子どもにも保護者にも勧めるための便りの作成」

などによって、図書館の学習情報センターとしての機能を一層高めていきます。 

・ できるだけ多くの子どもたちが、なのはな文庫の本を手に取ることができるように、

市立図書館と学校間との連携を進めていきます。 
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６ 図書館との連携 

◆ ねらい                                  

 図書館には、約４３万冊の図書や雑誌、昭和

１５年から現在までに発行された新聞や、四日

市市を中心とした三重県に関連した地域資料が

約２万冊あります。 

図書館と学校が連携して、これら多様な資料

を有効に活用することが、子どもたちの読書活

動や、学校での授業の充実につながると考えま

す。 

 子どもたちが「読書の楽しさ」や「調べる楽

しさ」を実感できるよう、図書館は、各校と連

携し、出前講座等による支援を行っています。  

 

◆ 現状と課題 

○  児童室  

児童室では、学校図書館いきいき推進検討委員会と連携して、読み聞かせ用図書の

選定や学校での読書活動に協力をしています。また、物流ネットワークの一環として、

調べ学習に役立つ図書の貸し出しや、図書館の本で構成された学校貸出専用図書「な

のはな文庫」の貸し出しも行っています。 

 

 

 

保護者や学校などで活動する図書ボランティアに対して、出前講座として勉強会や

講習会を実施し、支援しています。 

 

○  自動車文庫（移動図書館） 

図書館では、平成２０年度から学校図書館いきいき推進検討委員会と連携し、出前

講座として、自動車文庫を小学校へ派遣しています。平成２４年度は県小学校と八郷

小学校を訪問しました。 

 

     

年度  

小学校 

（回）

中学校 

 （回）
計（冊）

22 年度 13 2 791

23 年度 46 26 8052

24 年度 71 36 11739

なのはな文庫の利用状況 
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子どもたちは、自動車文庫についての説明を受け、実際に車内を見学したり、本を

手に取ったりしています。また、職員による、図書館に関するクイズや本の読み聞か

せを通して、読書の楽しさを体験しています。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

※ 自 動 車 文 庫 に は 約 3,200 冊 の 本 が 積 み 込 ん で あ り ま す 。  

 

 

○ 点字・録音資料室 

点字・録音資料室では、視覚障害を持つ児童・生徒の就学支援として「点字教科書」

を作成しています。また、視覚障害や点字、録音図書等への正しい理解を深めるため、

市内の小学校に在学する児童を対象に「夏休み子ども点字教室」を開催したり、依頼

があった学校へ、職員を講師として派遣したりなど、啓発に努めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 今後の方向性 

○ 調べ学習の支援は、すべての市民への図書館サービスと学校図書館への支援との両

立を図りながら、図書館の豊富な資料を授業に生かす方法を探っていきます。 

○ 子どもたちが、多様な資料を所蔵する図書館の機能を理解して、使いこなす能力を

身につけられるよう、内容を充実させていきます。 

○ なのはな文庫を一層充実させ、学校の学習や読書活動の支援を進めていきます。      
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７ 体験活動の充実 

◆ ねらい 

豊かな人間性や自ら学び自ら考える力などの「生きる力」を育成する観点から、保育や

各教科、道徳、特別活動及び総合的な学習の時間を活用して、体験活動を重視し、地域の

自然や歴史・文化、本物の文化・芸術などに触れる機会や体験的な活動を通して人間的な

ふれあいや交流等、多様な活動の推進を図ります。 

 

◆ 現状と課題 

(1) 自然体験の充実 

平成２４年度の施設利用状況 （中学校は２泊のプログラム） 

自然教室での実施プログラムと実施校数（鈴鹿青少年センター、乗鞍青年の家含む） 

  

御
在
所
岳
登
山 

雲
母
峰
登
山 

御
在
所
岳
ス
キ
ー 

ハ
イ
キ
ン
グ 

キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー 

野
外
炊
事 

Ｏ
Ｌ
・
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー 

ナ
イ
ト
ハ
イ
ク 

早
朝
ハ
イ
キ
ン
グ 

自
然
散
策 

ア
ス
レ
チ
ッ
ク 

星
座
観
察 

搾
乳
・
バ
タ
ー
作
り 

創
作
活
動 

里
山
保
全 

カ
ヤ
ッ
ク 

小 4 1 0 6 38 37 21 8 14 10 1 4 4 8 9 20

中 0 0 5 6 18 15 9 1 1 2 1 0 8 16 5 2

 

・ 全小中学校が自然教室を実施し、多くの学校が御在所岳登山やスキー、早朝ハイキ

ングや自然散策等、普段味わえない豊かな自然の中で、友だち同士の助け合いや協力す

取組指標 
現状値 

（平成２４年度）

目標値 

（平成 27 年度） 

地域や関係機関等と連携した下記４項目の

体験活動のうち、３項目以上を年１回以上

実施した学校の割合【自然体験、文化芸術、

地域の歴史・文化、ものづくり（地場産業

や農業）】 

93.5％ 100% 

利用施設名 小 学 校（小 5） 中 学 校（中１） 

四 日 市 市 少 年 自 然 の 家 40 校 3020 名 1６校 1722 名(2 泊) 

鈴 鹿 青 少 年 セ ン タ ー  ４校   823 名(2 泊) 

国 立 乗 鞍 青 年 の 家  ２校   251 名(2 泊) 
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ることの大切さを知る活動を取り入れています。また、中学校では７校（四日市市少年

自然の家：５校、国立乗鞍青年の家：２校）が冬季にスキーを中心とした活動を行いま

した。 

・ 「班活動を中心に取り組むことで、班員同士が協力して、各係の責任感も高まった。」

「ルールを守り自主的に活動することの大切さを学ぶことができた。」等の多くの成果

がありました。 

・ 「寝具の片付けや野外炊事の片付けに時間がかかった。」「忘れ物が多く、自分のも

のへの意識が薄かった。」等の反省から、日常の生活において身につけさせるべき課題

も明確になりました。 

 

(2) 文化・芸術体験の充実 

平成２４年度各学校での「芸術鑑賞教室及び文化芸術体験」実施状況 

・ 幼稚園では、今年度も全園で、演劇鑑賞やわらべ歌・和太鼓体験など伝統音楽・文

化体験が実施されました。さらに、中学校吹奏楽部が校区の幼稚園で演奏会を開催する

など、市内小中学校（１２校）と幼稚園（１１園）との交流活動が実施されました。 

・ 小中学校では、音楽科での筝の演奏体験や能狂言体験、和太鼓体験など、我が国や

郷土の伝統音楽・文化を体験する取組が実施されました。 

 

(3) 地域の歴史・文化を体験する活動の推進 

 総合的な学習の時間に地域の歴史や文化に関わる学習実施状況 

    主な活動内容 

小学校 万古焼体験、万古雛人形絵付け体験、地域の祭りや獅子舞調べ、茶摘み体験、

昔の暮らしや遊びの体験、諏訪太鼓演奏、郷土調査等  

中学校 地域の歴史・史跡・名所・福祉・産業・環境等のテーマ別調べ学習や見学、 

交流活動等 

 

・ 社会科や総合的な学習の時間において、昔の暮らしについての聞き取りや遊び体験

をしたり、自分の住む町の歴史や史跡の調査や、文化体験をしたりする学習が進められ

ています。 

 

項目 
幼稚園 

（23園中）

小学校 

（40校中）

中学校 

（22校中）
達成率（％） 

全ての学年で、芸術鑑賞の機会を

年1回以上もつ 
23園 39校 14校 89.4% 

わが国や郷土の伝統音楽・文化体

験の機会をもつ 
23園 28校 22校 85.9% 

項目 
小学校 

（40校中）

中学校 

（22校中）
達成率（％）

総合的な学習の時間・生活科や社会科をはじめ

とする教科の指導において、地域の歴史や文化

に触れる活動や体験学習を実施した学校 
４０校 １６校 90.3％ 
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第２章「めざす子どもの姿」を実現するための重点 
重点② 豊かな人間性の育成 

 

第２次四日市市学校教育ビジョン「重点②－５ 体験活動の充実」 
 
 

・ 市が所有する市内遺跡出土品を活用し、実物に触れて学ぶ機会を設けています。 

・ 調べたり、体験したりする活動を通して、地域のよさを感じるとともに、自分の住

む地域について考える機会となっています。 

 

(4) ものづくり・生産体験の推進 

 ものづくり・生産体験活動実施学校園実施状況 

 主な活動内容 

幼稚園 栗拾い体験、農園活動、地域の方とのアクセサリー・竹馬・竹ぽっくり作り等 

小学校 野菜作り、米作り、収穫物の調理体験、敬老会と連携した花壇作り等   

中学校 日永うちわ製作体験、ＰTA と連携した花壇作り、植物栽培（ベビーリーフ等）

 

・ 幼稚園から中学校まで、発達段階に応じた、ものづくりや生産体験を組み込んだ

体験活動がすすめられています。 

・ 活動や体験で終わることなく、学んだことをまとめたり、表現したりする機会を

つくるなど、家庭・地域に発信する活動を進める必要があります。 

 

◆ 今後の方向性 

○ 自然教室については、「余裕を持った活動計画をたてる必要があった」「具体的に指

導していく必要を感じた」等の反省から、どのような力を子どもにつけさせたいのか

を再確認し、発達段階や子どもの実態に応じた、より有効な活動内容等を考慮すると

ともに、教師の指導力の向上を図る必要があります。 

○ 文化・芸術体験の充実については、関係機関との協力のもと、学校・園に対し「芸

術鑑賞教室」等の実施に役立つ情報や我が国の郷土や文化・音楽に親しむための情報

を提供していきます。 

○ 三泗教育発表振興会の各事業における学習成果の発表やその鑑賞によって、質の高

い作品づくりや発表の工夫を学ぶことができ、学習意欲の向上につながります。この

ような取組を今後も継続していきます。 

○ 地域の歴史や文化について学ぶ機会を持ち、実際に見たり、聞いたり、体験したり

するような活動を今後も進めていきます。 

○ 地域の地場産業や農業・工業等に触れる機会を教育計画の中に位置づけ、体験した

ことをもとに自分の考えをまとめ、地域や保護者・社会へ発信するような活動の推進

に努めます。 

項目 
幼稚園 

（23園中）

小学校 

（40校中）

中学校 

（22校中）
達成率（％） 

地域の地場産業や農業に触れる

活動を実施した学校園数 23園 40校 14校 90.5％ 
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